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CQ ham radio 2016 年 8 ⽉号にて、フィールドデー・コンテスト直前企画「フィールドデー・コンテスト モーニング種⽬の楽

しみ⽅」という企画を予定しております。昨年この種⽬にされた⽅の声を掲載し、今年この部⾨に参加を考えている⽅への⼿が
かりをお届けしたいと考えております。つきましては、以下のアンケートにお答えをいただき、ご返送をいただけませんでしょうか。そ
れぞれ、短い⽂章でかまいませんが、⽂字数に特に制限はございません（多くても構いません）。ご⾃由にご回答ください。回
答例を⽰しておりますので、参考にしていただけるのではないかと思います。ご回答をお寄せいただきました⽅には、掲載誌をお
届けいたします。 
 ご多忙中のところ誠に恐れ⼊りますが、ご協⼒をいただけましたら幸いです。どうぞよろしくお願いいたします。 
 

Q1 この種⽬を選んだ理由 

（回答例：新設種⽬ということで興味を持ちました。マルチバンド種⽬のフル参戦は無理でも、6時間なら何とかなるんじゃないかと思ったこと

も理由です。） 

 

 

 

Q2 参加した設備（アンテナとできればれば無線機も） 

（回答例：3.5〜28MHz は短縮型マルチバンド逆 V ダイポール、50MHz はダイポール 144〜1200 は GP とモービル・ホイップ。無線機

は、IC-7100M と⾞載の TM-833V。） 

 

 

 

Q3 この種⽬の⾯⽩さと難しさ 

（回答例：マルチバンドなので、コンディションの読みが⼤切ですね。ランニングとS＆Pの切り替え判断も難しいし…。めまぐるしいですが、アッ

という間の 6 時間でした。深夜、暗闇でのアンテナ設置が⼤変でした。） 

 

 

 

Q4 今年参加する局に何かアドバイスがあれば 

（回答例：⾼いところでV/UHFの局数を稼ぐか、広いところでフルサイズアンテナを上げてHFで稼ぐか…。そこが最初の分かれ⽬です。⼒を

⼊れるバンドを決めてアンテナを選択すると効果的だと感じます。） 

 

 

 

Q5 またこの種⽬に参加しますか 

（回答例：ぜひ参加したいです。） 

 

 

以上です。 

もし昨年のコンテスト時のお写真がございましたら、ぜひお送りください。併せて記事内でご紹介いたします。よろしくお願いいたします。 


